
1983年出上の木簡

新
潟
・
曽
根
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
豊
浦
町
大
字
天
王
字
曽
根

２
　
調
査
期
間
　
　
一
次
　
一
九
八
〇
年
（昭
５５
）
五
月
ぞ

一
一
月
、
二
次
　
一

九
八

一
年
（昭
５６
）
七
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
浦
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
家
田
順

一
郎

５
　
連退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
注退
跡
の
年
代
　
五
世
紀
ｔ

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

曽
根
遺
跡
は
、
福
島
潟
の
湖
岸
に
形
成
さ
れ
た
砂
丘
に
立
地
す
る
集
落
跡
で

あ
る
。
は
場
整
備
に
伴
う
緊
急

調
査
と
し
て
、
二
次
に
わ
た
り
、

三
二
〇
〇
〇
ド
を
発
掘
し
た
。

出
土
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱

定
物
跡
二
五
棟
、
井
戸
跡
九
基

で
あ
る
。
こ
の
内
、
八
号
井
戸

綱
の井筒破片により０による

師

絶
対
年
代
の
測
定
を
実
施
し
、

Ａ
Ｄ
九
四
〇
年
±
一
二
〇
年
と

い
う
結
果
を
得
た
。

遺
物
の
主
体
は
須
恵
器
で
、
土
師
器
、
赤
焼
き
土
器
と
と
も
に
、
砂
丘
と
後

背
湿
地
の
境
に
あ
た
る
ゴ
ミ
捨
場
か
ら
出
土
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
総

量
は
コ
ン
テ
ナ
ニ
○
○
箱
で
あ
る
。

木
簡
を
含
む
木
製
遺
物
は
、
井
戸
と
ゴ
ミ
捨
場
か
ら
出
土
し
た
が
、
大
半
は

後
者
か
ら
出
土
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
下
駄
、
檜
扇
、
箸
、
桶
、
釣
、
杵
、
柄

杓
、
火
鑽
、
皿
、
曲
物
、
船
形
、
斎
串
、
荷
札
、
櫛
な
ど
で
あ
る
。

文
字
の
記
さ
れ
た
木
片
は
五
例
で
、
す
べ
て
ゴ
ミ
捨
場
か
ら
出
上
し
た
。
な

お
須
恵
器
等
に
文
字
の
記
入
さ
れ
た
も
の
が
約
三
四
〇
点
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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佛
□
有
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌トマ
∞マ
『
ｏ驚

②

　

「門
継
損
同
□
匡
合
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌⇔聟
霞

浪

ｏ館

③

　

「
井
於
連
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ８
通
胃
⇔
ｏ遭

⑭
　
　
×
千
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一
】
憫
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
μ
Ｏ
枷
）
×
μ
ω
∞
〉ハ
釦
　
　
Φ
∞
序

９
　
関
係
文
献

豊
浦
町
毅
育
委
員
会

『曽
根
遺
跡
Ｉ
』
盆
九
八
３

同

『曽
侵
遺
跡
Ｉ
』
盆
九
八
二
年
）

（家
田
順

一
郎
）
　

８


